
熱中症による救急搬送は毎年
増え続け、２０２１年に４３５人
だったのが昨年は７９７人へと
増えています。 

熱中症予防対策として、エアコ
ンがない保護世帯や低所得世帯
に対して「エアコンの設置助成」
を求めました。 
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すでに実施している福岡市に
ならって、国の予算待ちにならず
直ちに制度を創設するよう求め
ました。 

市⾧は、「全庁的なプロジェク
トチームを立ち上げ必要な検討
を行っている」と答弁しました。 

猛暑や物価高騰対策は急務！ 

低所得者・生活保護世帯に対するエアコンの設置助成を 

 
ふれあい文化センターの和式トイレでひ

っくりかえって立ち上がれなくなる事故が
起きました。公的施設は災害対策の避難所と
しての活用も重要性が増しており、トイレの
洋式化、バリアフリー化への改修を急ぐよう
求めました。財政局⾧は、「７億の予算をつけ
ている。適切に整備をすすめる」と答弁しま
した。 

トイレの洋式化・バリアフリー化の推進を 

今年になって 8867 品目が値上げ
され、深刻な物価高騰が続いていま
す。保護者の負担を軽減するため学
校給食費の無償化を急ぎ実施する
よう求めました。 

学校給食費の無償化は全国 42％
の自治体で実施されています。 
 

物価高騰対策として学校給食費の無償化を 
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また、エアコンがあっても電気
代を辛抱するために熱中症で救
急搬送される例が、異常に増えて
います。猛暑により使用量が増え
ている「電気料金の助成」も要望
しました。 

市⾧は、「支給要件の緩和や夏
季加算の創設を国へ要望を行っ
ている」と答弁しました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8月大雨災害＞各種支援制度をご活用ください！ 

自家用車等被災者移動支援事業 

 自動車・バイク等が被災して使用で

きなくなった世帯に、公共交通機関を

利用できる共通乗車券を支給します。 

（問合せ）公共交通推進課☎328-2522 

 

 

日本共産党熊本市議会だより 2025 年 9 月 21 日号（№ 1427） 

まず、「り災証明書」の交付申請を！ 
 り災証明書が発行されたら、各種支援制度を申請してください。 

 右表のとおり、「半壊以上」と「準半壊」で受けられる支援があります。

「一部損壊」で利用できるのは、右表で「証明書等手数料免除」です。 

 

（支援制度） (担当窓口・連絡先) 半壊以上 準半壊 

災害見舞金の支給 健康福祉政策課 

☎328-2340 
〇 〇 

災害援護資金の貸付 健康福祉政策課 

☎328-2340 
〇 × 

被災住宅の応急修理 住宅政策課☎328-2449 〇 〇 

みなし仮設の供与 住宅政策課☎328-2989 〇 × 

市営住宅の提供 市営住宅課☎328-2461 〇 × 

生活必需品の支給 健康福祉政策課 

☎328-2340 
〇 × 

非課税世帯畳替の助成 健康福祉政策課 

☎328-2340 
〇 〇 

市税の減免 市民税☎328-2183 

固定資産税☎328-2195 
〇 × 

証明書等手数料の免除等 戸籍住民課☎328-2031 

市民税課☎328-2181 
〇 〇 

上下水道料金の減免 上下水道局料金課 

☎381-1118 
〇 〇 

国民健康保険料の減免 国保年金課☎328-2290 〇 〇 

国保医療費一部負担減免 同上 〇 × 

後期高齢医療保険料減免 同上 〇 × 

後期高齢者医療費の減免 同上 〇 ▲ 

介護保険料の減免 介護保険課☎328-2347 〇 〇 

介護保険利用料の減免 同上 〇 × 

保育料の減免 保育幼稚園課 

☎328-2568 
〇 〇 

教科書・学用品支給 指導課☎328-2721 

学務支援課☎328-2716 
〇 ▲ 

NHK 受信料の免除 NHK熊本放送局 

☎326-8202 
〇 × 

         〇：利用できる、▲：利用条件あり、×：対象外 

 

 

＜事業者への支援＞ 

⑴ 事業者復旧支援補助金交付（店舗の消毒費補助）経済政策課☎328-2375 

⑵ 大雨対応融資利子補給事業  商業金融課☎328-2424 

⑶ 被災店舗移転支援事業（店舗移転費用への補助）商業金融課☎328-2424 

⑷ 事業所災害ごみ処分費用減免  事業ごみ対策課☎328-2362 

【相談窓口】 農業被害相談  農業政策課☎328-2403 

       中小企業向け特別相談窓口 商業金融課☎328-2424 

応急修理  日常生活に不可欠な部分を応急的に修理する制度です。 
 （注意） 修理業者に代金支払ってしまうと、この制度は利用できません。 

（限度額）半壊以上：739,000 円以内、準半壊：358,000 円以内 （税）） 

（対象範囲）災害に直接関係ある修理で、家電製品は対象外 

  【外壁・内壁・間仕切り等】＊壁と一緒なら壁紙も対象になる 

＊壁の修理は、20～30センチの浸水でも、必要な場合は上部まで

の修理も可能、断熱材の交換も可  

【配管・配線】電気・テレビ塔の配線補修も可 

  【床・階段】床の修理と一緒ならば、畳の修理も対象 

  （【具（注ドア、窓等 】サッシ注窓枠 ごと交換の場合はペアガラスサッシへ

の変更も可注ガラスのみ取替は現状のまま  

  【浴槽】【キッチン】も対象 

【給湯設備】給湯器注配管・貯湯タンク・室外機 も対象 

         

【各種支援制度の被害程度による対応表】  注主なもの  

障がい者福祉用具の再給付 

被災して、市が給付した福祉用

具が使えなくなった方に再交付 

（問合せ） 障がい福祉課 

☎361-2519 

 

 

 


